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ひと目でわかる越谷の消防

市の面積
(令和7年4月1日現在)

60.24 ｋｍ2

人口・世帯数
(令和7年4月1日現在)

人 口 341,992人
内訳：男 169,073人

女 172,919人

世帯数 163,985世帯

消防予算額
(令和7年度当初予算)

8,544,330千円

消防署所
(令和7年4月1日現在)

職員数
(令和7年4月1日現在)

定数 331人
実数 361人

(うち女性職員22人)
内訳：消防吏員 358人

事務職員 3人
※再任用職員25人を含む

危険物施設数
(令和7年3月31日現在)

9,334棟
※延べ面積150㎡以上

381施設

火災件数
(令和6年中)

54件
建 物 火 災 34件
車 両 火 災 5件
その他の火災 15件

消防車両等の台数
(令和7年4月1日現在)

55台
消 防 自 動 車 26台

高規格救急自動車 11台

そ の 他 の 車 両 18台

救急出動件数
(令和6年中)

20,070件
急 病 13,676件
一般負傷 2,921件
交通事故 1,154件
上記以外 2,319件

搬送人数
(令和6年中)

急 病 10,725人
一般負傷 2,439人
交通事故 957人
上記以外 1,685人

15,806人

応急手当講習会
(令和6年中)

救助活動状況
(令和6年中)

実施回数 154回

受講人数 4,535人

出動件数 236件

救助人員 84人

１１９番受信件数
(令和6年中)

30,709件

消防団員数・編成
(令和7年4月1日現在)

定 数 480人

団員数 379人

編 成 12分団 44部

消防団ポンプ等配備状況
(令和7年4月1日現在)

消防ポンプ自動車 20台

小型動力ポンプ 23台

※小型動力ポンプは非常用１台を含む

消 防 署 1

分 署 5

防火対象物数
(令和7年4月1日現在)



は じ め に  

～ 消防の今が、わかる。つながる。～ 

 

越谷市消防局では、市民の身体・生命・財産を守るため、日々さまざまな消防業務に

取り組んでいます。 

 この年報は、火災をはじめとする災害対応、救急・救助体制の強化など、令和７年 

４月１日現在における越谷市消防局の消防現勢と令和６年の活動の統計をとり 

まとめ、越谷の消防力の現状と歩みを記録したものです。 

数字の一つひとつの裏には、災害現場での努力と市民の皆様との信頼があります。 

この年報を通じて、私たちの取組みへの理解と、地域の安全への関心が深まる 

きっかけとなれば幸いです。 

 

令和７年８月 越谷市消防局 
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わたくしたちは、越谷市民であることに誇りと責任を持ち、水と緑と太陽に恵まれた豊かな

まちを築くため、限りない願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。 

１. 教養を豊かにし、人間性あふれる文化のまちをつくります。 

１. きまりを守り、信じあい心豊かな明るいまちをつくります。 

１. 自然を愛し、お互いに助けあい、きれいなまちをつくります。 

１. 健康で楽しく働き、明るいスポーツのまちをつくります。 

越谷市民憲章 （昭和 53 年 11 月３日制定） 

越谷市の木 ケヤキ
 昔から武蔵野の風景を思わせる木であり、市内にも多く
育っています。大きな幹の上に枝を広げた雄姿は堂々と 
しており、ますます発展する越谷市にふさわしい木です。 
（市制 20 周年を記念し、昭和 53 年 11 月 3 日制定） 

越谷市の鳥 シラコバト
 灰褐色の体に首の黒い線が特徴。「越ヶ谷のシラコバト」
として昭和 31 年に国の天然記念物にも指定されており、
越谷を代表する野鳥として、また、かけがえのない自然  
環境を守るシンボルとして選ばれました。 
（市制 30 周年を記念し、昭和 63 年 11 月 3 日制定） 

越谷市の花 キク
 栽培も容易で、美しさと香りは古くから日本人に親し 
まれています。一般公募した中で花としてのイメージが 
最も高く、市の花に選ばれました。 
（市制 20 周年を記念し、昭和 53 年 11 月 3 日制定） 

越谷特別市民 ガーヤちゃん
 越谷市商工会青年部が「地元の特産品を作り、まちおこしをしたい」
との思いから、市内にある宮内庁埼玉鴨場の「鴨」と越谷特産の「ねぎ」
にちなんで考案された「こしがや鴨ネギ鍋」。「ガーヤちゃん」は、その
キャラクターとして平成 17 年に誕生しました。 
 平成 23 年 11 月には越谷市長から特別住民票が交付され越谷特別 
市民になり、ますます市民に愛され、親しまれる存在となっています。 
 また、左のイラストの消防ホースを持った消防ガーヤちゃんは、平成
29 年 8 月 30 日から消防局火災予防広報担当として活躍しています。 

越谷市章 
 10 個の外輪は、合併した 2 町 8 カ村を表し、中央にカタカナの「コ」
を４つ集めて「越」の意味、中心は「谷」の文字を図案化したもの   
です。図案は、町村合併後、町民の皆さんから募集したもので、町章
として昭和 30 年 1 月 10 日制定。その後、市制施行とともに市章と  
なりました。 

越谷市のシンボルマーク
 本市の皆さんとともに暮らしやすいまちづくりを 進めるためのシ
ンボルとして、全国公募の中から市民投票によって 選ばれました。
図案は、「水郷こしがや」と親子のシラコバトが未来にはばたく様子を
表現しています。 
（市制 40 周年を記念し、平成 10 年 11 月 3 日選定） 
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越谷市の概況 
 

１ 地 勢 

越谷市は、埼玉県の東南部に位置し、東京都心から北へ25kmの地点にあり、 

首都圏の衛星都市的性格を有している。市制施行時（昭和33年11月）の人口は、

わずか4万8千人余りであったが、昭和37年の地下鉄日比谷線と東武鉄道の相互 

乗り入れ、さらに、昭和48年に武蔵野線の開通によって都心への通勤時間が 

１時間以内という交通の便に恵まれ、人口は急激な増加を続けてきた。令和7年 

4月1日現在の人口は、34万1,992人となり市制施行時の約7倍に増加した。 

平成27年4月1日には、全国で44番目、県内では2番目となる中核市に移行した。 

現在、令和3年4月に策定した第5次越谷市総合振興計画に基づき「水と緑と太陽

に恵まれたみんなが活躍する安全・安心・共生都市」をめざして、市民が「越谷に

住み続けたい」と実感できる魅力的なまちづくりを進めている。 
 

２ 位置と面積 

越谷市は、東西8.6km、南北11.5km、広さ60.24㎢の方形をした輪郭を示し、

大宮台地と下総台地の間に挟まれた埼玉東部低地帯の一角を占め、土地は丘陵が

なく平坦である。 

周囲は春日部市、さいたま市、川口市、草加市、吉川市、松伏町の5市1町に   

隣接しており、東縁を古利根川に、西縁を綾瀬川に挟まれ、中央を元荒川が貫流 

している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4 年 4 月 1 日現在 

 
令和７年４月１日現在 

山梨県 

長野県 

栃木県 群馬県 

茨城県 

千葉県 

東京都 

秩父市 

皆野町 

小鹿野町 

神川町 長瀞町 

本庄市 

上里町 

美里町 
深谷市 

寄居町 

熊谷市 
行田市 

羽生市 

加須市 

東秩父村 
小川町 

嵐山町 

ときがわ町 

横瀬町 

滑川町 

鳩山町 

東松山市 

坂戸市 

毛呂山町 
越生町 

飯能市 

狭山市 

川越市 
日高市 

ふじみ野市 

所沢市 
入間市 

吉見町 

鴻巣市 

川島町 

さいたま市 

上尾市 

桶川市 

北本市 杉戸町 

幸手市 久喜市 

宮代町 
白岡市 

蓮田市 
春日部市 

伊奈町 

富士見市 

鶴ヶ島市 

和光市 新座市 

志木市 
朝霞市 

三芳町 蕨市 
戸田市 

川口市 

越谷市 

松伏町 

吉川市 

草加市 三郷市 

八潮市 
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埼玉県消防現況図 

（２）県内消防本部一覧 

（３）指令業務の共同運用 

番号 消 防 本 部 名 構 成 市 町 村 住 所

1 さいたま市消防局 さいたま市 さいたま市浦和区常盤6-1-28

2 熊谷市消防本部 熊谷市 熊谷市原島675-1

3 川口市消防局 川口市 川口市芝下2-1-1

4 行田市消防本部 行田市 行田市長野4389-1

5 春日部市消防本部 春日部市 春日部市谷原新田2097-1

6 羽生市消防本部 羽生市 羽生市藤井下組990-1

7 深谷市消防本部 深谷市・寄居町（常備消防事務を深谷市に委託） 深谷市上敷免858

8 上尾市消防本部 上尾市・伊奈町（常備消防業務を上尾市に委託） 上尾市上尾村537

9 越谷市消防局 越谷市 越谷市大沢2-10-15

10 蕨市消防本部 蕨市 蕨市錦町5-1-22

11 戸田市消防本部 戸田市 戸田市新曽1875-1

12 三郷市消防本部 三郷市 三郷市中央5-45-4

13 蓮田市消防本部 蓮田市 蓮田市閏戸178-1

14 埼玉県南西部消防局 朝霞市・志木市・和光市・新座市 朝霞市溝沼1-2-27

15 秩父消防本部 秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町 秩父市下宮地町10-25

16 入間東部地区事務組合消防本部 富士見市・ふじみ野市・三芳町 ふじみ野市大井中央1-1-19

17 吉川松伏消防組合消防本部 吉川市・松伏町 吉川市大字会野谷481

18 児玉郡市広域消防本部 本庄市・美里町・神川町・上里町 本庄市西富田904-3

19 坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部 坂戸市・鶴ヶ島市 坂戸市鎌倉町16-16

20 比企広域消防本部
東松山市・滑川町・嵐山町・小川町・吉見町・ときがわ町・
東秩父村

東松山市上野本1300-1

21 川越地区消防局 川越市・川島町 川越市神明町48-4

22 埼玉県央広域消防本部 鴻巣市・桶川市・北本市 鴻巣市箕田1638-1

23 西入間広域消防組合消防本部 毛呂山町・鳩山町・越生町 入間郡毛呂山町岩井2451

24 埼玉西部消防局 所沢市・飯能市・狭山市・入間市・日高市 所沢市けやき台1-13-11

25 埼玉東部消防組合消防局 加須市・久喜市・幸手市・白岡市・宮代町・杉戸町 久喜市上早見396

26 草加八潮消防局 草加市・八潮市 草加市神明2-2-2

（１）県内消防管轄図 令和７年４月１日現在 

消防指令業務共同運用実施主体 構 成 市 町 村 住 所

2・ 4
熊谷市・ 行田市消防通信指令事務協議会

( 熊谷市・ 行田市消防指令センター)
熊谷市・ 行田市 熊谷市原島675-1

所沢市・飯能市・狭山市・入間市・日高市・坂戸市・鶴ヶ島市・

東松山市・滑川町・嵐山町・小川町・吉見町・ときがわ町・
東秩父村・毛呂山町・鳩山町・越生町

飯能市大字小久保291
埼玉西部地域消防指令事務協議会
( 埼玉西部地域消防指令センター)

19・ 20・

23・ 24
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越谷市消防局の沿革 

昭和２９年１１月 

 

 

 

昭和３０年 １月 

         １０月 

   １１月 

 

１２月 

昭和３２年 ８月 

昭和３３年１１月 

昭和３４年 ９月 

     １０月 

 

 

 

 

 

昭和３５年  ４月 

  

１０月 

     １１月 

昭和３６年  ６月 

昭和３７年  ３月 

４月 

昭和３８年１２月 

昭和３９年 ５月 

昭和４０年 ３月 

     １１月 

昭和４２年 ８月 

     １１月 

     １２月 

昭和４３年 ３月 

４月 

 

 

１１月 

町村合併促進法（昭和２８年法律２５８号）により町制を施行する。 

旧越ヶ谷町、大沢町、旧桜井村、大袋村、荻島村、出羽村、蒲生村、大相

模村、増林村、新方村の２町８カ村の各消防団を解き、新たに１０分団を

擁する越谷町消防団を結成する。初代消防団長に荒井政太郎氏が就任する。 

越谷町消防委員会条例の制定に伴い、委員２１人が委嘱される。 

大相模分団に三輪ポンプ自動車を配置する。 

草加町の一部、旧川柳村が越谷町に編入合併により１分団が増設され消防

団本部の他、１１分団の消防団編成となる。 

越谷町消防団条例が制定され、団員定数１，４００人となる。 

大沢分団に四輪ポンプ自動車が配置される。 

越谷市制施行に伴い、消防団の名称が越谷市消防団となる。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数１８人となる。 

消防団条例が改正され、団員定数５００人となる。 

越谷市消防本部・消防署を開設する。初代消防長は、大塚伴鹿市長が兼務

し、職員１３人、水槽付消防ポンプ自動車１台をもって発足する。 

消防無線基地局、移動局、それぞれ１局を新設する。 

大沢分団第１部を準常備部とし、団員１１人、四輪ポンプ自動車１台を  

もって発足し、常備消防力の一翼を担う。 

初代消防署長に大貫亥蔵氏が任命される。 

消防署及び越ヶ谷分団に消防無線移動局が増設される。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２２人となる。 

消防団長に降田清一郎氏が任命される。 

準常備部を解散し、四輪ポンプ自動車が消防署に移管される。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２６人となる。 

救急業務に関する規則の制定により、救急業務を開始する。 

越谷市消防賞じゆつ金制度が制定施行される。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数３２人となる。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数４０人となる。 

増林分団の三輪ポンプ自動車を、四輪ポンプ自動車に更新する。 

消防署庁舎新築、鉄筋コンクリート３階建てとなる。 

消防署に四輪ポンプ自動車を配置する。 

消防長に大貫亥蔵氏が任命される。 

荻島分団の三輪ポンプ自動車を、四輪ポンプ自動車に更新する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数４３人となる。 

消防署に消防広報、連絡、災害現場指揮等に使用するため、指令車を配置

する。 

消防長職務代理者に消防署長永野悦郎氏が任命される。 
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     １２月 

         

           

昭和４４年 １月 

  

      ３月 

４月 

 

７月 

 

昭和４５年 ２月 

９月 

１０月 

昭和４６年 １月 

２月 

 

 

 

 ４月 

 

５月 

６月 

１１月 

昭和４７年 １月 

  ３月 

  ４月 

昭和４８年 ３月 

  

  ４月 

  

  ６月 

  

  ７月 

  ９月 

昭和４９年 １月 

  ２月 

 

救急自動車を購入し、２台となる。 

消防団装備は、四輪ポンプ自動車６台、三輪ポンプ自動車２台、可搬   

ポンプ４２台となる。 

越谷市機構改革に伴い、消防本部に２課（管理、予防）３係（管理、予防、

警防）を新設する。 

大袋分団の三輪ポンプ自動車を、四輪ポンプ自動車に更新する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数７０人、その他の職員５人の  

計７５人となる。県下初の女性消防士５人を採用する。 

社団法人日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車が寄贈される。 

越ヶ谷分団の四輪ポンプ自動車を、四輪ポンプ自動車に更新する。 

日本消防協会から消防団が優良消防団として表彰される。 

小型動力ポンプ５台、荻島、出羽、蒲生、増林、大沢の各分団に配置する。 

消防団長に中野喜平治氏が任命される。 

大相模分団の三輪ポンプ自動車を、四輪ポンプ自動車に更新する。 

谷中分署（職員待機宿舎併設）を開署する。配置人員２４人。テレビ    

カメラによる監視を行う。 

谷中分署に屈折はしご付消防ポンプ自動車（１５m 級）を配置する。 

消防署に化学消防ポンプ自動車を配置する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数８５人となる。 

消防長に永野悦郎氏が任命される。 

消防署に査察指令車を配置する。 

谷中分署に救急自動車（２号）を配置する。 

桜井分団、川柳分団に四輪ポンプ自動車を配置する。 

新方分団に四輪ポンプ自動車を配置する。 

越谷市長島村平市郎氏が消防長事務取扱者となる。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数１１５人となる。 

蒲生分署を開署する。配置人員２３人。テレビカメラによる監視を行う。 

蒲生分署に救急自動車（３号）を配置する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数１３９人となる。 

消防本部の機構改革により、管理課２係、予防課４係となる。 

消防署に広報車を配置する。 

蒲生分署に隊員輸送車を配置する。 

谷中分署に機材輸送車を配置する。 

蒲生分署に消防ポンプ自動車を配置する。 

消防長に島村利一氏が任命される。 

指令室を新設、Ｂ級指令台により業務を開始する。救急系無線局（復信式）

を新設する。 
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昭和５０年 ４月 

昭和５１年 ４月 

昭和５２年 ３月 

  

 

５月 

  １２月 

昭和５３年 ２月 

  ４月 

１１月 

昭和５４年 ４月 

  ５月 

  ６月 

 

１１月 

    １２月    

昭和５５年 １月 

   

 ３月 

１２月 

昭和５６年 ２月 

４月 

           

 

        １２月 

昭和５７年 ７月 

１０月 

 

１２月 

昭和５８年 １月 

 

 

３月 

 

４月 

７月 

無線局の改修により消防系無線基地局の更新及び移動局２局を増強する。 

消防長に菅家義雄氏が任命される。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数１７４人となる。 

訓練塔付間久里分署を開署する。配置人員２５人。テレビカメラによる  

監視を行う。 

携帯用無線機３台を増強し、携帯無線機１２台となる。 

消防署望楼監視を廃止し、テレビカメラを新設する。 

間久里分署に消防ポンプ自動車１台、救急自動車１台を配置する。 

消防団長に森山武氏が任命される。 

消防署に指令車１台を配置する。 

消防署に消防ポンプ自動車１台を配置する。 

消防本部の機構改革により、管理課を総務課とし、消防機構の充実を図る。 

指令室の気象観測用風向風速計を更新する。 

テレホンサービスシステム（５回線）を導入し、消防情報の提供を開始  

する。 

消防本庁舎２階、３階の一部を増築（９月着工、１１月完了）する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数１９０人となる。 

消防本部に可搬型救急無線局（１０Ｗ）１台を新設し、業務を開始する。 

消防無線基地局（５Ｗ）県波を新設し、業務を開始する。 

消防庁長官から消防本部、消防団が竿頭綬を授与される。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２０７人となる。 

間久里分署に３５ｍ級はしご付消防ポンプ自動車１台を配置する。 

埼玉県救急医療情報システムの運営が開始される。 

社団法人日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車が寄贈され、消防

署に配置する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２２９人となる。 

川柳分団第２部の器具置場を設置する。 

㈱栃木銀行から救急自動車・査察車、各１台が寄贈され、消防署に配置  

する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２５２人となる。 

越谷中央ライオンズクラブから救命ボート１艚が寄贈され、谷中分署に 

配置する。 

川柳分団第１部の器具置場を設置する。 

消防署に救急自動車１台を配置する。 

新方分団第１部の器具置場を設置する。 

消防署、谷中分署の勤務体制を３部制に改める。 

消防署に隊員輸送車１台を配置する。 
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１２月 

               

                              

昭和５９年 ６月 

１０月 

  

１２月 

昭和６０年 ７月 

１２月 

昭和６１年 １月 

３月 

７月 

９月 

 

１０月 

      

１２月 

昭和６２年 ３月 

４月 

               

１０月 

昭和６３年 ３月 

 

    

 

 

               

           ４月 

平成 元年  ３月 

 

５月 

 

    

         １０月 

平成 ２年  ３月 

               

               

大相模分署を開署する。配置人員３７人。 

消防本部の組織を改正し、消防長が消防正監、本部次長・署長が消防監、   

課長が消防司令長、本署に担当司令を置き、当直司令制度を導入する。 

大相模分署に資機材搬送車１台を配置する。 

蒲生分署、間久里分署、大相模分署の勤務体制を３部制に改める。 

財団法人埼玉県消防協会から特別優良消防団として表彰旗が授与される。 

大相模分署に水槽付消防ポンプ自動車１台を配置する。 

谷中分署、蒲生分署のテレビカメラ監視業務を廃止する。 

間久里分署のテレビカメラ監視業務を廃止する。 

大相模分署に屈折はしご付消防ポンプ自動車１台を配置する。 

消防署のテレビカメラ監視業務を廃止する。 

日本消防協会から指令広報車１台が寄贈され、消防署に配置する。 

日本赤十字社埼玉県支部から救命ボート１艚が寄贈され、谷中分署に配置

する。 

越谷市防火安全協会から軽自動車５台が寄贈され、消防署、谷中分署、  

蒲生分署、間久里分署、大相模分署に配置する。 

間久里分署に水槽付消防ポンプ自動車１台を配置する。 

桜井分団第５部の器具置場を設置する。 

消防長に中野功氏が任命され、消防本部総務課長事務取扱となる。 

消防団長に白鳥庄造氏が任命される。 

越谷市消防団条例の改正により、団員定数４５０人となる。 

指令装置Ⅱ型、指揮台、無線統制台、指令伝送装置、地図検索装置等を   

導入する。 

救急基地用無線局を１０Ｗの新波に切替え、併せて移動局を配備する。 

社団法人日本損害保険協会から救急自動車１台が寄贈され、谷中分署に配

置する。 

出羽分団第２部の器具置場を設置する。 

消防団長に鈴木清康氏が任命される。 

大相模分署に高圧ガス（空気）充填施設を設置する。 

大相模分団第４部の器具置場を設置する。 

越谷平成ライオンズクラブから広報活動用としてビデオカセット一式が寄

贈され、消防本部に配置する。 

㈱栃木銀行から救急自動車１台が寄贈され、消防署に配置する。 

越谷市消防本部３０周年記念誌を発刊する。 

消防庁長官から消防本部・消防団に表彰旗が授与される。 

消防ポンプ操法大会用の優勝旗（２本）を新調する。 

消防署に防災訓練用資機材１１９番通報訓練装置１台、レコーディング 
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           ９月 

               

平成 ３年 ４月 

平成 ４年 ２月 

           ３月 

 

           ４月 

               

           ６月 

平成 ５年 １月 

２月 

           ４月 

               

           ８月 

 

               

１１月 

         １２月 

平成 ６年 １月 

           ４月 

           ７月 

         １０月 

         １２月 

平成 ７年 ４月 

６月         

１０月 

 

１１月 

平成 ８年 ３月 

４月 

               

               

               

           

 

レサシアン、レサシベビー各１体を配置する。 

越ヶ谷分団第２部の器具置場を設置する。 

六都県市合同防災訓練を越谷総合公園（埼玉会場）で開催する。 

間久里分署に救助工作車Ⅱ型１台を配置する。 

谷中分署に消防ポンプ自動車１台を配置する。 

間久里分署に訓練塔（簡易型）を設置する。 

谷中分署に鉄骨造２階建車庫兼倉庫を設置する。 

桜井分団第６部の器具置場を設置する。 

消防団長に遊馬重誉氏が任命される。 

越谷市消防音楽隊を発足する。 

救急自動車５台に自動車電話を設置する。 

大伸化学株式会社から防災指導車１台が寄贈され、消防署に配置する。 

蒲生分団第３部の器具置場を設置する。 

救急救命士養成のため、財団法人救急振興財団救急救命東京研修所に研修

生１人を派遣する。 

自治体消防４５周年に際し、越谷コミュニティセンターで記念式典を開催

する。 

救急救命士養成のため、東京消防庁消防学校に研修生１人を派遣する。 

初の救急救命士が誕生する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２５５人となる。 

救命講習会を開始する。 

週休２日制が施行される。 

高規格救急自動車の運用を開始する。 

マニラ市消防職員２人が化学消防自動車操作研修のため来署する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２６５人となる。 

マニラ市に旧化学消防自動車を寄贈する。 

完全密閉型化学防護服を配備する。 

緊急消防援助隊の発足により、救急部隊１隊及び消火部隊１隊を自治省 

消防庁に登録する。 

谷中分署の３８ｍ級はしご付消防自動車を更新する。 

大沢分団第２部の器具置場を設置する。 

阪神・淡路大震災を契機に消防団の機動力を確保するため、各分団の合併

を計画的に進める。 

大沢分団第２部と第３部が合併し、大沢分団第２部となる。 

大袋分署を開署する。配置人員２５人。水槽付消防ポンプ自動車１台、  

高規格救急自動車１台、資機材搬送車１台を配置する。 

彩の国レスキュー隊の発足により、救急隊１隊、消火隊１隊及び救助隊  
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５月 

           ８月 

           ９月 

         １０月 

               

平成 ９年  ３月 

 

４月 

 

 

７月 

平成１０年 ３月 

 

     

４月          

 

 

 

１０月 

１２月 

平成１１年 ３月 

４月 

１１月 

平成１２年 ３月 

４月 

 

 

１１月 

平成１３年  ３月 

８月  

平成１４年 ３月 

４月 

 

            

平成１５年 ３月 

１隊を埼玉県に登録する。 

消防団副団長３人制となる。 

市町村共通波１波及び全国共通波２波を増設する。 

大伸化学株式会社から総務連絡車１台が寄贈され、消防本部に配置する。 

群馬県高崎市等広域消防局と消防相互応援協定を締結する。 

越谷市防火安全協会から人員輸送、り災者保護用マイクロバス１台が寄贈

され、消防本部に配置する。 

大沢分団第１部の器具置場を設置する。 

桜井分団第３部の器具置場を設置する。 

消防長に深堀武夫氏が任命される。 

桜井分団第５部と第６部が合併し、桜井分団第５部となる。 

消防署に救助工作車Ⅲ型（四輪駆動）１台を配置する。 

各分団に小型動力ポンプ搬送車２１台を配置する。 

谷中分署、間久里分署に高規格救急自動車を配置する。 

桜井分団第１部の器具置場を設置する。 

増林分団第７部の器具置場を設置する。 

消防団長に清田幸治氏が任命される。 

蒲生分団第２部と第５部が合併し、蒲生分団第２部となる。 

携帯電話からの１１９番通報受信転送体制を開始する。 

蒲生分団第２部の器具置場を建て替え、移設する。 

１１９番通報（救急）受信時、口頭による応急手当指導を開始する。 

新方分団第３部の器具置場を建て替え、移設する。 

大相模分署に高規格救急自動車（災害対応特殊救急自動車）を配置する。 

新方分団第３部と第４部が合併し、新方分団第３部となる。 

救急救命士資格者８人となる。 

大相模分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防長に小島日出男氏が任命される。 

大相模分団第１部と第２部が合併し、大相模分団第１部となる。 

救急救命士資格者９人となる。 

大相模分署に屈折はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ級）１台を配置する。 

消防緊急通信指令装置Ⅱ型を更新し、運用を開始する。 

キャンベルタウンＳＥＳ（民間緊急援助隊）使節団が視察のため来署する。 

増林分団第５部の器具置場を建て替え、移設する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２７０人となる。 

消防団長に島村仁氏が任命される。 

増林分団第５部と第６部が合併し、増林分団第５部となる。 

消防本庁舎を建て替える。 
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４月 

 

 

 

１１月 

平成１６年 ４月 

 ７月 

 

１０月 

 

平成１７年 ３月 

 

 

４月 

 

 

 

平成１８年 ３月 

 

４月 

 

７月 

９月 

平成１９年 ２月 

３月 

４月 

 

６月 

 

１０月 

 

                  

 

平成２０年 ３月 

４月 

         １０月 

荻島分団第３部の器具置場を建て替え、移設する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２７６人となる。 

消防長に杉本昭彦氏が任命される。 

消防本部組織改正を行い、総務・予防・警防・指令の４課体制となる。 

３３年ぶりに女性消防士を採用する。 

地震体験車を配置する。 

荻島分団第３部と第４部が合併し、荻島分団第３部となる。 

新潟・福島豪雨災害に緊急消防援助隊埼玉県隊として、消火隊１隊、救急

隊１隊、隊員１０人が現地に赴き活動する。 

新潟県中越地震に緊急消防援助隊埼玉県隊として、消火隊１隊、隊員５人

が現地に赴き活動する。 

越谷ライオンズクラブから自動体外式除細動器（訓練用）２台が寄贈され

る。 

大相模分団第３部の器具置場を建て替え、移設する。 

越谷市定数条例改正により、消防職員定数２９２人となる。 

消防署組織改正を行い、副署長（兼当直司令）３人体制とする。消防署に

指揮担当を設ける。 

初の女性消防団員９人を任用する。 

大袋分署の庁舎を建て替え、移設する。 

荻島分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防長に藤沼實氏が任命される。 

消防団長に髙橋明氏が任命される。 

ＡＥＤを公共施設に設置する。 

越谷市防火安全協会から連絡車１台が寄贈され、消防署に配置する。 

増林分団第２部の器具置場を建て替え、移設する。 

増林分団第３部の器具置場を建て替え、移設する。 

越谷市定数条例の改正により、消防職員定数３０１人となる。 

消防長に大野實氏が任命される。 

越谷市防火安全協会から照明装置付き広告塔１台が寄贈され、消防署に 

配置する。 

越谷平成ライオンズクラブから防火広報用着ぐるみ５体が寄贈され、消防

本部に配置する。 

押田繁司氏から楽器（ティンパニー）４台が寄贈され、消防本部に配置  

する。 

大袋分団第２部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防団長に深野弘氏が任命される。 

消防署に救急隊１隊を増隊し、７隊となる。 
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平成２１年  ３月 

 

 

  ４月 

９月 

１０月 

 

 

平成２２年 ３月 

４月 

 ８月 

平成２３年 １月 

 

３月 

３月～５月 

 

 

 

 

平成２４年 １月 

２月 

３月 

４月 

 

 

 

 

 

 

     １０月 

平成２５年 ２月 

 

３月 

 

      ４月 

 

 

中野清市氏から楽器（サクソフォン）２台が寄贈され、消防本部に配置  

する。 

大袋分団第４部の器具置場を建て替え、移設する。 

大袋分団第４部と第５部が合併し、大袋分団第４部となる。 

越谷市消防本部５０周年記念事業で「消防キッズフェア」を開催する。 

女性消防団員が「第１９回全国女性消防操法大会」に出場し、第４位   

「優秀賞」を受賞する。 

越谷市消防本部５０周年記念誌を発刊する。 

蒲生分署の庁舎を建て替える。 

消防長に松本一彦氏が任命される。 

前田清吉氏からテント一式が寄贈され、消防本部に配置する。 

社団法人日本損害保険協会から小型動力ポンプ付軽消防自動車１台が寄贈

され、増林分団第１部に配置する。 

増林分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

東日本大震災に緊急消防援助隊埼玉県隊の消火隊、救急隊として３月１９

日から３月３１日までの１３日間、延べ１３６人が岩手県陸前高田市へ、

後方支援部隊として３月２６日から４月６日までの１２日間、延べ２８人、

救急隊として５月１６日から５月２８日までの１３日間、延べ４５人が 

福島県本宮市へ赴き活動する。 

大相模分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）を更新する。 

間久里分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）を更新する。 

桜井分団第４部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防長に尾ヶ井勝氏が任命される。 

消防団長に平林照雅氏が任命される。 

鹿久保利男氏から楽器（ゴング一式、チャイム４本、プレイウッド    

ティンバレス一式）が寄贈され、消防本部に配置する。 

国土情報開発株式会社からタブレットパソコン一式が寄贈され、消防本部

に配置する。 

少量危険物貯蔵取扱所を消防本部に設置する。 

消防署の救助工作車Ⅲ型（四輪駆動）を更新する。 

高度救助隊創設に向け高度救助用資機材を整備する。 

越ヶ谷分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

一般社団法人日本損害保険協会から小型動力ポンプ付軽消防自動車１台が

寄贈され、大袋分団第２部に配置する。 

越谷市定数条例の改正により、消防職員定数３１０人となる。 

消防署組織改正を行い、副署長（兼）当直司令３人体制を副署長１人、   

大隊長３人体制とする。 
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      ８月 

９月 

 

 

 

１２月 

平成２６年 １月 

 

      ２月 

 

 

３月 

 

 

 

 

      ４月 

 

 

 

 

 

      ６月 

 

９月 

 

 

 

     １０月 

１１月 

 

     １２月 

平成２７年 １月 

２月 

４月 

 

埼玉県危機管理防災部消防防災課へ職員１人を派遣する。 

消防署の資機材搬送車を更新する。 

竜巻が市域北部を横断し、住宅や公共施設などの破損、重症などの人的  

被害、電柱倒壊による停電など甚大な被害が発生する。埼玉県下消防相互

応援協定に基づき、指揮隊、救助隊や救急隊など３１隊、１０５人の応援

を受ける。 

出羽分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

株式会社パルテきたこしからボードファクス１台が寄贈され、消防本部に

配置する。 

消防団が消防庁長官から防災功労者表彰を授与される。 

消防団が日本消防協会から竿頭綬を授与される。 

大袋分署の高規格救急自動車を更新する。 

消防庁長官から消防本部、消防団が竿頭綬を授与される。 

蒲生分署の化学消防ポンプ自動車Ⅱ型（自動泡混合装置・自動式放水銃  

付き）を更新する。 

消防・救急デジタル無線を整備する。 

大袋分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防長に百木孝司氏が任命される。 

消防・救急デジタル無線の運用を開始する。 

広域災害救急医療情報システム（タブレット型）端末を救急隊等へ配置  

する。 

蒲生分署の化学小隊の名称を特殊消火隊に改める。 

蒲生分署に救急隊１隊を増隊し、８隊となる。 

越谷平成ライオンズクラブから液晶テレビ１台とテレビスタンド１台が 

寄贈され、消防本部に配置する。 

消防団が平成２５年９月２日に発生した竜巻災害における顕著な防災活動

の功労により、「平成２６年度防災功労者内閣総理大臣表彰」を受ける。 

上坂邦男氏からトレーニング機器（サイクリングマシン）１台が寄贈され、

蒲生分署に配置する。 

蒲生分署の高規格救急自動車を更新する。 

谷中分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）（圧縮空気泡消火装置付）

を更新する。 

蒲生分署の高規格救急自動車（災害対応特殊救急自動車）を更新する。 

大相模分署の人員輸送兼資機材搬送車を更新する。 

蒲生分署の資機材搬送車を更新する。 

越谷市が４月１日に中核市へ移行する。 

消防団長に豊田範光氏が任命される。 
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 ９月 

 

１０月 

 

１１月 

 

 

 

 

平成２８年 ３月 

４月 

 

 

 

５月 

１０月 

        

        

１１月 

        

平成２９年 ２月 

 

３月 

        

        

 

        

      ４月 

越谷市定数条例の改正により消防職員定数３２２人となる。 

消防本部の組織改正を行い、救急課を新設する。既設の総務・予防・警防・

指令課と合わせて５課体制となる。 

消防署の特別救助隊を再編して高度救助隊を設置する。 

大相模分署に水難救助隊を設置する。 

女性消防団員で構成する「さくら分団」が発足する。既設の１１分団と  

合わせて１２分団の消防団編成となる。 

平林照雅氏からパイプテント２張が寄贈され、消防本部及び消防団に配置

する。 

消防本部が埼玉県医師会長から「救急医療搬送業務功労機関」として表彰

される。 

ラオス人民民主共和国に職員１人を短期技術研修の指導員として派遣  

する。 

一般財団法人救急振興財団から救急普及啓発広報車１台が寄贈され、  

消防署に配置する。 

谷中分署の３８ｍ級はしご付消防自動車を更新する。 

東彩ガス株式会社から１０万円が寄附され、プロジェクターを購入し、  

消防本部に配置する。 

消防本庁舎に太陽光発電設備及び蓄電池設備を設置する。 

消防署高度救助隊が埼玉県特別機動援助隊（埼玉ＳＭＡＲＴ）に登録され

る。 

林信雄氏及び須藤友二氏から楽器（チャイム２本、チャイムスタンド）が

寄贈され、消防本部に配置する。 

越谷市防火安全協会から８０万円が寄附され、火災予防事業で活用する。 

地震体験車を更新し、消防署に配置する。 

一般財団法人救急振興財団から応急手当普及啓発用訓練器材が寄贈され、

消防署に配置する。 

東彩ガス株式会社から１０万円が寄附され、ビデオカメラを購入し、消防

本部に配置する。 

埼玉県から消防署高度救助隊に電磁波探査装置と指揮台が貸与される。 

蒲生分団第１部の器具置場を建て替える。 

消防署の高規格救急自動車（災害対応特殊救急自動車）を更新する。 

非常用救急自動車を増車し、２台体制となる。 

消防指令センターを全面更新し、消防情報システム（Ⅱ型）を導入する。 

新たに指令台の１席二事案対応型、消防車両に画像伝送装置を配備、救急

車両の災害現場直近編成方式を採用し、運用を開始する。 

広域災害救急医療情報システムの一部改修に伴い、救急車にスマート  
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７月 

 

 ８月 

１１月 

 

１２月 

平成３０年 ２月 

 

 

 

３月 

 

 

 

 

４月 

 

 

 

 

７月 

 

１１月 

 

 

１２月 

 

 

 

平成３１年 ２月 

 

 

 

 

３月 

 

フォンを配置する。 

谷中分署の用地を取得し、庁舎の移転と併せて訓練塔を設置する。 

消防広報用着ぐるみを購入する。 

越谷特別市民ガーヤちゃんが消防本部火災予防広報担当に任命される。 

東彩ガス株式会社から１０万円が寄附され、プロジェクターを購入し、  

消防署に配置する。 

埼玉県から消防署高度救助隊に災害活動用テント一式が貸与される。 

谷中分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）（圧縮空気泡消火装置付）を  

更新する。 

非常用消防ポンプ自動車を増車し２台体制となる。 

谷中分署の高規格救急自動車を更新する。 

間久里分署の高規格救急自動車を更新する。 

谷中分署の資機材搬送車を廃止し、消防署の資機材搬送車を谷中分署に 

配置する。 

消防署に支援車（Ⅲ型）を配置する。 

出羽分団第５部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防長に三大寺滋氏が任命される。 

越谷市消防団条例の改正により、消防団本部に「機能別団員」を設置、   

団員定数４８０人となる。 

消防署から谷中分署に地震体験車が移管される。 

消防署の支援車（Ⅲ型）が緊急消防援助隊に登録される。 

公共施設やコンビニエンスストア等に２４時間使用可能なＡＥＤを配置 

する。 

大相模分署の高規格救急自動車を更新する。 

東彩ガス株式会社から１０万円が寄附され、プロジェクターを購入し、  

消防署に配置する。 

越谷市消防団の学生機能別団員の取組みが高く評価され、特に学生消防 

団員の増加数が大きい消防団として対象に選ばれ、「平成３０年度総務大臣

感謝状」を受ける。 

出羽分団第５部の小型動力ポンプ搬送車を消防ポンプ自動車に更新する。 

学生機能別団員を設置した取組みが、地域住民の安全の保持や消防団員の

確保につながる全国でも模範的な事業であると高く評価され、総務省  

消防庁長官から「消防団等地域活動表彰」を受ける。 

蒲生分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）（圧縮空気泡消火装置付）を  

更新する。 

谷中分署に自家用給油取扱所を設置する。 

大袋分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－B 型）（圧縮空気泡消火装置付）
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４月 

 

 

 

 

令和 元年 ９月 

       

       

 

     １０月 

     １１月 

 

     １２月 

令和 ２年 １月      

２月 

       

３月 

       

       

       

       

       

      ４月 

       

       

       

      ５月 

     １２月 

 

 

 

令和 ３年 ２月 

      ３月 

 

 

を更新する。 

大袋分署の資機器材搬送車を更新する。 

消防団長に金子繁雄氏が任命される。 

大袋分署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）（圧縮空気泡消火装置付）

が緊急消防援助隊に登録される。 

越谷平成ライオンズクラブからプロジェクター一式が寄贈され、消防署に

配置する。 

埼玉県の救急搬送体制の充実に貢献した功績により、埼玉県知事から  

「救急功労表彰」を受ける。 

大相模分団第３部の小型動力ポンプ搬送車を小型動力ポンプ付軽消防  

自動車に更新する。 

新方分団第２部の器具置場を建て替え、移設する。 

東彩ガス株式会社から１０万円が寄附され、プロジェクターを購入し、  

消防署に配置する。 

消防署の高規格救急自動車（救急越谷１号車）を更新する。 

大相模分署の２５ｍ級屈折はしご付消防自動車を更新する。 

長野道法氏からドライブレコーダー１１台が寄贈され、消防団車両に配置

する。 

消火栓のふたのデザインを火災予防広報担当のガーヤちゃんに変更し、 

その第１号を越谷駅東口前に設置する。 

間久里分署の資機材搬送車を更新する。 

総務省消防庁から救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車１台が無償貸付 

され、大袋分団第１部に配置する。 

川柳分団第２部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防長に宮稔氏が任命される。 

井田敏男氏から楽器（グロッケン、コンガ、スルド）及び答礼台が寄贈   

され、消防本部に配置する。 

株式会社シフレからマスク２，５００枚が寄贈される。 

ライキ株式会社から除菌消臭剤３０箱が寄贈される。 

株式会社セキチューせんげん台西店からマスク１，２００枚が寄贈される。 

小林隆士氏から消防局旗一式が寄贈され、消防本部に配置する。 

越谷市防火安全協会から加湿器３５台が寄贈され、消防本部、消防署及び

各分署に配置する。 

出羽分団第４部の器具置場を建て替え、移設する。 

日本消防協会から消防団が優良消防団として表彰される。 

増林分団第６部の小型動力ポンプ搬送車を小型動力ポンプ付軽消防自動車

に更新する。 
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      ４月 

 

 

 

 

 

 

      ５月 

 ９月 

 

 

令和 ４年 ３月 

 

 ４月 

 

 

 

 

６月 

 

８月 

 

１０月 

 

令和 ５年 ２月 

 

 

 

３月 

 

 

 

 

 

４月 

総務省消防庁から水災用器具、水難救助用器具及び安全装備品一式が  

無償貸与され、消防団に配置する。 

組織改正により越谷市消防本部の名称が越谷市消防局となる。 

組織改正により総務課の名称が消防総務課となる。 

組織改正により市に危機管理消防監が配置される。 

越谷市防火安全協会から火災予防運動及び歳末特別警戒の横断幕１０枚が

寄贈され、消防署、谷中分署、蒲生分署、大相模分署、大袋分署に配置   

する。 

越谷平成ライオンズクラブから消毒液６０本が寄贈される。 

大伸化学株式会社越谷工場から消毒液２０缶が寄贈される 

越谷市消防団旗を新調する。 

越谷市防火安全協会から、補助食品と保冷バッグが寄贈され、各署救急 

自動車に配備する。 

大袋分署の高規格救急車（救急大袋 1 号車）を更新する。 

川柳分団第１部の器具置場を建て替え、移設する。 

消防団長に松崎一男氏が任命される。 

消防長に金田敬司氏が任命される。 

総務省消防庁へ職員１人を派遣する。 

宮稔氏、野口治氏から消防音楽隊パレードバナーが寄贈され、消防局に  

配置する。 

三大寺滋氏から楽器（テナーサキソフォン、フルート）及び譜面台１０台

が寄贈され、消防局に配置する。 

映画「モエカレはオレンジ色」ロケ地ＰＲ企画の撮影を高度救助隊が市内

で実施する。 

関根エンタープライズグループから消防行政に活用することを目的と  

して、１２５万９，５００円が寄附され、救急活動事業で活用する。 

一般社団法人埼玉県連合読売会からＮ９５マスク４９０枚及び感染防止 

手袋１３，２００枚が寄贈される。 

蒲生分署の高規格救急自動車（救急蒲生１号車）を更新する。 

消防署の高規格救急自動車（救急越谷２号車）を更新する。 

大袋分団第３部及び増林第２部の小型動力ポンプ搬送車を小型動力ポンプ

付軽自動車に更新する。 

大袋分署の救助工作車Ⅱ型を救助工作車Ⅲ型に更新する。 

大袋分署の越谷２０号車を大袋２号車として配置する。 

大相模分団第２部の器具置場を移転し、建て替える。 

消防緊急情報システム（Ⅱ型）を部分更新する。 

消防長に中井淳氏が任命される。 
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５月 

 

 

 

７月 

１２月 

令和 ６年 １月 

 

３月 

 

 

 

 

 

４月 

 

 

 

 

 

 

７月 

 

 

令和 ７年 １月 

 

 

２月～３月 

金田敬司氏から自転車ヘルメット１４個が寄贈され、消防局、消防署及び

各分署に配置する。 

消防署の救助工作車に代わり、大袋分署の救助工作車が緊急消防援助隊に

登録される。 

ビッグクイックシェルター（除染テント）を配置する。 

谷中分署、大相模分署の警防小隊及び救助隊が組織改正に伴い、それぞれ

警防第１小隊及び警防第２小隊に再編される。 

非常用救急自動車を増車し３台体制となる。 

消防指令業務の共同運用に向け、越谷市消防局、三郷市消防本部、吉川  

松伏消防組合消防本部、春日部市消防本部及び草加八潮消防局の５つの 

消防本部（局）で東埼玉消防指令業務共同運用協議会を設置する。 

越谷市消防局内に東埼玉消防指令業務共同運用協議会事務所を置く。 

タイタンバスケット型ストレッチャーを配置する。 

緊急消防援助隊後方支援隊の資器材としてポータブル電源が配置される。 

出羽分団第４部及び川柳分団第１部の小型動力ポンプ搬送車を小型動力 

ポンプ付軽消防自動車に更新する。 

消防署の指揮車を更新する。 

消防署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ｂ型）（圧縮空気泡消火装置付）を

更新する。 

市民から高規格救急自動車（高度救命処置用資機材を含む）１台が寄贈  

され、谷中分署に配置する。 

救命ボート器材一式を配置する。 

越谷市定数条例の改正により消防職員定数３３１人となる。 

谷中分署に救急隊１隊を増隊し、９隊となる。 

非常用救急自動車を１台減じ、２台とする。 

小型無人航空機の運用を開始する。 

非常用消防ポンプ自動車を増車し、２台体制となる。 

関根エンタープライズグループから消防行政に活用することを目的と  

して、１００万２，１３０円が寄附され、救急活動事業で活用する。 

谷中分署から大袋分署に消防ポンプ車（越谷１０号車）が移管される。 

株式会社トップオートから消防行政に活用することを目的として、   

３００万円が寄附され、救急自動車等整備事業で活用する。 

２機目の小型無人航空機を配備し、運用を開始する。 

市民から消防行政に活用することを目的として、５，０００万円が寄附 

され、救急活動事業及び救急自動車等整備事業で活用する。 

岩手県大船渡市で発生した林野火災に、緊急消防援助隊埼玉県隊の消火 

小隊として、大相模分署第２中隊の５人が２月２８日から３月２日までの 
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３月 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

 

５月 

 

 

 

３日間、大相模分署第３中隊の５人が３月２日から３月５日までの４日間

現地へ赴き活動する。 

大相模分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）を更新する。 

大袋分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）を更新する。 

蒲生分署の高規格救急車（救急蒲生２号車）を更新する。 

非常用消防ポンプ自動車を増車し、３台体制とする。 

荻島分団第２部の器具置場を建て替え、移設する。 

越谷市消防団の入団促進活動の取組が高く評価され、総務省消防庁長官 

から「消防団等地域活動表彰」を受ける。 

消防長に徳沢勝久氏が任命される。 

小河佳恵氏から楽器（キーボード）が寄贈され、消防局に配置する。 

消防署の指揮担当の名称を指揮隊に改める。 

前田清吉氏から消防局旗が寄贈され、消防局に配置する。 

関根エンタープライズグループから消防行政に活用することを目的と 

して、８５万７，３８５円が寄附される。 
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新型コロナウイルス感染症への消防局の対応について 

 

新型コロナウイルス感染症への感染が疑われる傷病者の救急搬送業務のほか、市民

の安全・安心な生活を守るため、越谷市消防局が行った主な対応を掲載します。 
 

※１…国の対応 

※２…埼玉県の対応 
 

令和２年 １月１６日 

    

 

 

２４日    

 

３１日    

 

 

 

    ２月２０日 

３月１１日 

    ４月 ７日 

 

８日 

 

１５日 

１６日 

    

１７日 

 

    

２８日 

 

３０日 

    

    

５月２５日 

２６日 

 

          ６月１２日 

 

 

１２月２４日 

国内初の陽性患者発生。（中華人民共和国湖北省武漢市からの 

帰国者） 

総務省消防庁救急企画室から事務連絡「新型コロナウイルスに関連

した肺炎患者の発生について」が発出される。（※１） 

救急課長通知「新型コロナウイルス感染症の発生に係る消防本部の

対応について」を消防本部内に発出し、対応方針の統一を図る。 

世界保健機関（ＷＨＯ）が新型コロナウイルス関連肺炎の発生状況 

が「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」に該当すると宣言 

したことを受け、新型コロナウイルス感染症が「指定感染症」に 

定められる。（※１） 

越谷市新型コロナウイルス感染症対策本部が設置される。 

市内で初めて新型コロナウイルス陽性者が確認される。 

埼玉県を含む７都府県に新型インフルエンザ等対策特別措置法に

基づく緊急事態宣言が発令される。（１回目）（※１） 

消防本部日勤職員の感染リスク低減対策として、執務場所を分散 

する。 

救急越谷１０号車を陽性患者搬送専用車両に指定する。 

７都府県に発令されていた緊急事態宣言の対象地域が全都道府県に拡大

される。（※１） 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、出動可能救急隊が不足する事

態に備え、平日に限り消防本部日勤職員が救急出動に協力できる体

制を整える。 

救急隊員の感染リスク軽減を目的に、心肺停止傷病者への対応要領

を作成し職員に周知する。 

市内の各駅や公共施設、商業施設周辺において、消防車両による新

型コロナウイルス感染拡大防止に係る広報を実施する。 

（令和２年５月２５日まで） 

全国に発令されていた緊急事態宣言が解除される。（※１） 

緊急事態宣言解除を受け、陽性患者搬送専用車両として運用してい

た救急越谷１０号車を通常の運用に戻す。 

職員の特殊勤務手当として新たに新型コロナウイルス感染症防疫

等業務手当を支給するため、越谷市職員の特殊勤務手当に関する 

条例の一部を改正する条例を制定する。 

市内の各駅や公共施設、商業施設周辺において、消防車両による 
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２５日 

 

 

 

 

 

令和３年 １月 ４日 

８日 

 

   １４日 

 

 

 

 

 

 

 

２０日 

３月１０日 

 

    

１７日 

 

２１日 

４月２８日 

 

 

 

 

 

 

７月２０日 

 

８月 ２日 

 

６日 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止に係る広報を実施する。 

（令和３年３月２１日まで） 

飲食店等に対する埼玉県からの営業時間短縮要請に伴い、埼玉県 

及び市役所関係部局と共同で、南越谷駅・新越谷駅周辺において、

繁華街の見回り活動を実施し、新型コロナウイルス感染防止対策の

呼びかけや新しい生活様式の周知などと併せて、飛沫防止シートや

アルコール消毒液等に起因する火災の予防広報を実施する。 

（１回目） 

搬送用アイソレーター装置１基を消防署に配置する。 

埼玉県を含む４都県に新型インフルエンザ等対策特別措置法に 

基づく緊急事態宣言が発令される。（２回目）（※１） 

４都県に発令されていた緊急事態宣言の対象地域が拡大され、 

７府県が追加される。（※１） 

飲食店等に対する埼玉県からの営業時間短縮要請に伴い、埼玉県 

及び市役所関係部局と共同で、南越谷駅・新越谷駅周辺において、

繁華街の見回り活動を実施し、新型コロナウイルス感染防止対策の

呼びかけや新しい生活様式の周知などと併せて、飛沫防止シートや

アルコール消毒液等に起因する火災の予防広報を実施する。 

（２回目） 

新型コロナウイルス感染症への対応のため保健所へ消防本部から

応援職員を派遣する。（令和４年６月３０日まで） 

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用し、オゾン消毒器を各署及び非常用を除く救急自動車に配置 

する。 

救急隊員等に対し新型コロナウイルスワクチンの優先接種を開始

する。（令和３年６月１５日に全対象職員の２回目接種を完了する） 

１１都府県に発令されていた緊急事態宣言が解除される。（※１） 

越谷市が埼玉県におけるまん延防止等重点措置の対象区域に指定

される。（令和３年６月２０日まで）（※２） 

埼玉県による営業時間短縮、酒類提供自粛要請に協力した市内 

飲食店に対し、県が協力金を支給するため実施した飲食店現地確認

の一部に消防職員も同行し、確認業務の補助のほか飛沫防止用 

シートやアルコール消毒液等に起因する火災の予防広報を実施 

する。（令和３年５月１７日まで全１１日） 

越谷市が埼玉県におけるまん延防止等重点措置の対象区域に指定

される。（令和３年８月１日まで）（※２） 

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の 

対象区域が拡大され、埼玉県も対象区域となる。（３回目）（※１） 

新型コロナウイルスの急激な感染拡大に伴い、救急体制の強化を図

る。（令和３年９月３０日まで） 

①救急隊８隊運用のところ、非常用救急自動車２台を稼働させ、 
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９月３０日 

１１月２４日 

 

 

        

令和４年 １月１７日 

 

 

２１日 

 

４月２０日 

 

    ７月１３日 

 

 

８月 １日 

１２月２２日 

 

 

令和５年 ３月３１日 

 

４月 １日 

 

５月 ８日 

救急隊１０隊運用に増強する。 

②救急隊の現場滞在時間を短縮するべく、搬送先医療機関の決定に

時間を要する事案において、特別班として指定した消防隊員が出動

し、救急隊に代わり現場を引き継ぐ運用を開始する。 

３回目の緊急事態宣言が解除される。（※１） 

令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用し、救急体制強化に係る資器材（オゾンガス発生器４台、 

消防隊用救急処置用資器材５式）を配置する。救急自動車１台 

につきオゾンガス発生器１台を配置完了する。 

新型コロナウイルスの急激な感染拡大に伴い、非常用救急自動車 

２台を稼働させ救急隊１０隊運用に増強する。 

（令和４年３月２２日まで） 

越谷市が埼玉県におけるまん延防止等重点措置の対象区域に指定

される。（令和４年３月２１日まで）（※２） 

市内の各駅や公共施設、商業施設周辺において、消防車両による 

新型コロナウイルス感染拡大防止に係る広報を実施する。 

新型コロナウイルスの急激な感染拡大に伴い、非常用救急自動車 

２台を稼働させ救急隊１０隊運用に増強する。 

（令和４年１０月１日まで） 

搬送用アイソレーター装置１基を蒲生分署に配置する。 

新型コロナウイルスの急激な感染拡大に伴い、非常用救急自動車 

２台を稼働させ救急隊１０隊運用に増強する。 

（令和５年１月３１日まで） 

令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用し、感染症対策防護具、医薬材等を購入する。 

令和５年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用し、感染症対策防護具、医薬材等を購入する。 

新型コロナウイルス感染症が感染症法上の２類から５類に移行 

する。（※１） 
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